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索
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こ
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停
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患
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に
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。
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５
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の
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浩
氏
が
平
成

25
年
10
月
４
日
に
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期
満
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で
退
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。
後
任
と
し
て
、
幸
田

町
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時
教
育
委
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会
で
、
小
野

伸
之
氏
（
60
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）
が
教
育
長
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
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資
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委
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員
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命
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急
士
の
資
格
を
有
す
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も
の

が
お
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、
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門
的
な
知
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技

術
を
習
得
し
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い
る
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平
成
25
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９
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現
在
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・
救
命
救
急
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包
括
活
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救
命
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み
）

・
薬
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命
士　
　

７
人

・
気
管
挿
管
救
命
士　
　

４
人

教
育
長
に
小
野
氏　
　

９財そ議一

救命処置用資機材

の
ぶ   

き
よ

の
ぶ   

ゆ
き

命

高
規
格
救
急
自
動
車
更
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９
５
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度
救
命
処
置
用
資
機
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５
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０
０
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南
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の
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の
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事
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主
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正
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内
容
と
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総
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２
９
７
２
万
円

議 員 提 出 議 案
幸田町第６次総合計画策定特別委員会設置について

（全員賛成で可決）
定数改善計画の早期実施と義務教育費国庫負担制度の堅　
持及び拡充を求める意見書（案）の提出

（全員賛成で可決）
道州制に断固反対する意見書（案）の提出について

（全員賛成で可決）

陳　　 情
最低賃金の引き上げ、公契約条例の制定など働く者の権利を守り、
公務・公共サービスの充実、憲法擁護・核兵器のない世界を求
める陳情書　　　　　……春の自治体キャラバン実行委員会

　　　　 （賛成２・反対１３で不採択）
定数改善計画の早期実施と義務教育費国庫負担制度の堅持
及び拡充を求める陳情書 　　　　　  ……幸田町教員組合

（全員賛成で採択）
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し
て
い
る
。

（
平
成
25
年
９
月
現
在
）

・
救
命
救
急
士　
　
　
　

14
人

・
包
括
活
動
救
命
士　
　

３
人

　
（
除
細
動
の
み
）

・
薬
剤
投
与
救
命
士　
　

７
人

・
気
管
挿
管
救
命
士　
　

４
人

教
育
長
に
小
野
氏　
　

９財そ議一

救命処置用資機材

の
ぶ   

き
よ

の
ぶ   

ゆ
き

命

高
規
格
救
急
自
動
車
更
新　
　
　

  

１
９
９
５
万
円

高
度
救
命
処
置
用
資
機
材　

９
７
６
万
５
０
０
０
円

幸
田
駅
南
駐
車
場

の
廃
止

訴
え
の
提
起

人
事
案
件

主
な
補
正
予
算

　
　

内
容
と
質
疑

２
億
５
２
８
３
万
円
追
加

救
え
る

を
救
う

命

走
る「
救
命
救
急
室
」に

　

  
総
額 

２
９
７
２
万
円

議 員 提 出 議 案
幸田町第６次総合計画策定特別委員会設置について

（全員賛成で可決）
定数改善計画の早期実施と義務教育費国庫負担制度の堅　
持及び拡充を求める意見書（案）の提出

（全員賛成で可決）
道州制に断固反対する意見書（案）の提出について

（全員賛成で可決）

陳　　 情
最低賃金の引き上げ、公契約条例の制定など働く者の権利を守り、
公務・公共サービスの充実、憲法擁護・核兵器のない世界を求
める陳情書　　　　　……春の自治体キャラバン実行委員会

　　　　 （賛成２・反対１３で不採択）
定数改善計画の早期実施と義務教育費国庫負担制度の堅持
及び拡充を求める陳情書 　　　　　  ……幸田町教員組合

（全員賛成で採択）

救急幸田3
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民生費
38億 6479万円
30.6%

教育費
16億 2064万円
12.8%

町税　75億1703万円　56.2%町税　75億1703万円　56.2%

定
例
会
は
、
平
成
24
年
度
の
決
算

を
審
議
す
る
た
め
、
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
一
般
会
計
の
ほ
か
特
別
会

計
、
水
道
事
業
会
計
な
ど
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
、
各
会
計
と
も
原
案
ど
お
り

認
定
し
ま
し
た
。

入
は
、
個
人
町
民
税
が
制
度
改
正

な
ど
で
増
収
と
な
っ
た
が
固
定
資

産
税
は
家
屋
分
が
評
価
替
え
な
ど
で
減

収
、
償
却
資
産
分
が
設
備
投
資
の
抑
制

で
減
と
な
り
、
町
税
全
体
と
し
て
平
成

23
年
度
比
１
億
3
9
3
4
万
円
（
1.8

%
）
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

入
金
は
、
財
源
不
足
に
伴
い
財
政

調
整
基
金
を
10
億
４
３
４
５
万
円

繰
り
入
れ
ま
し
た
。

出
で
は
、
相
見
駅
周
辺
整
備
、
防

災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
、

わ
し
だ
・
大
草
保
育
園
用
地
取
得
、
豊

坂
小
学
校
地
震
補
強
・
大
規
模
改
造
、

小
学
校
扇
風
機
設
置
、
岡
崎
市
一
般

廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
建
設
負
担
金

な
ど
の
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

立
金
は
全
体
で
35
億
6
7
8
万
円

で
、
前
年
度
比
14
億
6
1
6
7
万

円
（
29･

４
%
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

り
入
れ
金
の
年
度
末
残
高
は
、

1
3
5
億
9
1
2
2
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
の
決
算
総
額
は
、
一

般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
て
、
歳
入

1
9
7
億
８
１
９
３
万
円
、
歳
出
1
8
8
億

3
4
6
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

監
査
委
員　　

　
　

羽
根
渕
保
博

　
　
　
　

内
田　

等

　

決
算
審
査
に
付
さ
れ
た
各
会

計
の
歳
入
歳
出
決
算
書
は
、
い

ず
れ
も
関
係
法
令
に
準
拠
し
て

作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
計
数

は
正
確
で
、
予
算
の
執
行
は
概

ね
適
正
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。

　

平
成
24
年
度
決
算
で
は
、
町

民
税
な
ど
の
増
収
が
あ
っ
た
反

面
、
固
定
資
産
税
の
落
ち
込
み

が
続
き
、
基
金
の
大
幅
な
取
り

崩
し
を
お
こ
な
う
な
ど
、
厳
し
い

財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
た
決
算

で
あ
っ
た
。

　

本
町
職
員
に
お
い
て
は
、
各
々

の
職
務
に
お
け
る
問
題
意
識
を

持
つ
と
と
も
に
、
全
体
の
ス
キ
ル

を
高
め
総
力
を
結
集
し
て
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
一
層
の
努
力
を

さ
れ
た
い
。

Ａ　

新
た
な
財
源
と
し
て
適
正

課
税
の
実
施
を
。

Ｑ　

も
の
づ
く
り
の
町
と
し
て
企

業
立
地
を
す
す
め
て
お
り
、

12･

３
％
の
標
準
課
税
と
す
る
。

Ｑ　

事
業
仕
分
け
で
、住
民
サ
ー

ビ
ス
や
行
政
水
準
を
切
り
下

げ
た
。

Ａ　

事
業
の
「
見
え
る
化
」
が

大
前
提
で
あ
り
、
３
年
を
目

途
と
す
る
。

Ｑ　

経
常
収
支
比
率
が
95･

６
％

に
な
り
財
政
の
硬
直
化
を
招

く
が
、
そ
の
要
因
は
。

Ａ　

人
件
費
や
扶
助
費
が
増
え

税
収
の
減
少
で
増
と
な
っ
た
。

Ｑ　

公
用
車
の
更
新
基
準
は
。

Ａ　

10
年
以
上
10
万
キ
ロ
を
超

え
る
か
、
取
得
額
の
５
分
の

１
以
上
の
修
理
を
要
す
る
時
。

Ｑ　

借
地
料
の
解
消
を
。

Ａ　

契
約
更
新
の
時
、
可
能
な

も
の
は
返
還
し
、
見
直
し
て
い

く
。

Ｑ　

カ
ン
ボ
ジ
ア
支
援
は
、
町
と

K
I
A
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

が
３
者
協
力
す
べ
き
で
は
。

Ａ　

そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
こ
だ
わ

り
が
あ
る
の
で
尊
重
し
て
い
く
。

Ｑ　

旧
給
食
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
利

用
は
。

Ａ　

地
元
と
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
実

・
相
見
駅
及
び
自
由
通
路
設
置

２
億
３
５
５
８
万
円

・
相
見
駅
周
辺
整
備

１
億
３
９
４
４
万
円

・
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備

１
億
９
０
５
８
万
円

・
国
営
か
ん
が
い
排
水

２
億
７
４
８
３
万
円

・
保
育
園
な
ど
用
地
取
得

　

１
億
２
９
８
万
円

・
道
路
整
備
（
生
活
道
路
）７

０
６
５
万
円

・
坂
崎
野
場
１
号
線
舗
装
改
良４３

６
３
万
円

・
豊
坂
小
学
校
地
震
補
強
・
大
規
模
改
造

５
１
２
０
万
円

施
し
対
応
を
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ　

墓
地
公
園
整
備
と
地
域
の

共
同
墓
地
の
状
況
は
。

Ａ　

将
来
的
に
は
必
要
な
施
設
。

共
同
墓
地
は
70
カ
所
あ
り
、

空
き
が
あ
れ
ば
随
時
受
け
入

れ
て
い
る
。

Ｑ　

農
業
委
員
の
女
性
登
用
が

少
な
い
。

Ａ　

22
人
中
、
欠
員
３
人
で
、

う
ち
女
性
は
３
人
、
女
性
農

業
委
員
を
増
や
す
よ
う
に
、

は
た
ら
き
か
け
て
い
く
。

Ｑ　

町
営
住
宅
の
滞
納
が
多
い
。

Ａ　

23
件
あ
り
、
悪
質
な
も
の

は
退
居
と
い
う
こ
と
で
や
っ
て

い
く
。

Ｑ　

就
学
困
難
な
児
童
、
生
徒

の
最
近
の
傾
向
は
。

Ａ　

平
成
20
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョッ

ク
以
降
、
年
々
増
加
し
て
き

て
い
る
。

Ｑ　

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納

額
が
増
加
し
て
い
る
。
条
例

減
免
の
拡
大
を
。

Ａ　

法
定
減
免
も
あ
り
、
県
下

で
も
劣
っ
て
い
る
と
は
考
え
て

い
な
い
。

Ｑ　

新
認
定
基
準
で
介
護
度
が

低
く
な
っ
た
人
数
は
。

Ａ　

要
介
護
度
認
定
で
非
該
当

12
件
、
低
く
な
っ
た
の
は
91
件

あ
る
。

財
政
厳
し
い
を
強
調
し
て
も
、
58
％
の

市
町
村
が
実
施
す
る
大
企
業
へ
の
適
正
課

税
で
５
０
０
０
万
円
の
財
源
確
保
せ
ず
。

　

歳
出
削
減
が
目
的
の
事
業
仕
分
け
で
行

政
水
準
と
サ
ー
ビ
ス
切
り
下
げ
る
。

親
切
ダ
ン
プ
故
障
。即
廃
車
。オ
ー
ク
シ
ョ

ン
で
１
５
０
万
円
の
値
。
町
民
共
有
の
財
産

の
認
識
な
し
。

新
車
購
入
で
５
１
５
万
円
余
の
損
害
。

町
長
は
、
町
に
補
償
す
べ
き
だ
。

伊
藤
宗
次 

議
員

町
長
は
町
に

5
1
5
万
円
の
補
償
を

個
人
町
民
税
は
制
度
改
正
で
増
だ
が
、

町
税
全
体
は
1.8
％
の
減
と
な
っ
た
。

歳
出
抑
制
で
住
民
要
望
に
応
え
る
も
の

に
な
ら
ず
、
６
億
３
７
０
０
万
円
の
黒
字
で

あ
る
。経常

収
支
比
率
が
95･

６
％
に
引
き
上

が
っ
て
お
り
、
財
政
の
硬
直
化
が
う
か
が
え

要
因
を
き
ち
ん
と
分
析
す
べ
き
だ
。

住
民
生
活
に
必
要
な
基
礎
的
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
町
の
役
割
を
果
た
す
べ
き
だ
。

丸
山
千
代
子 

議
員

住
民
生
活
の
基
礎
的

サ
ー
ビ
ス
提
供
を

町
民
税
は
景
気
の
先
行
き
に
若
干
の
期

待
の
持
て
る
も
の
の
税
収
回
復
に
は
い
た
っ

て
い
な
い
。

今
後
増
加
が
見
込
ま
れ
る
各
種
福
祉

サ
ー
ビ
ス
、
福
祉
手
当
の
費
用
、
子
ど
も

医
療
の
無
料
化
な
ど
扶
助
費
の
増
加
が
あ

る
。住

民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
と
財
政

の
健
全
性
の
バ
ラ
ン
ス
と
の
両
面
に
配
慮
し

た
持
続
可
能
な
住
み
よ
い
街
の
実
現
を
要

望
す
る
。

鈴
木
雅
史 

議
員

持
続
可
能
な
秩
序

あ
る
財
政
運
営

今歳繰歳積借

民生費
38億 6479万円
30.6%

教育費
16億 2064万円
12.8%

（反対 2：賛成13で認定）
採決

繰入金
15億 7462 万円
11.8%総務費　15億 8523万円　12.6%

土木費
13億 8592 万円
11.0%

公債費（借金返済）
12億 3258万円
9.8%

衛生費
10 億 6641万円
8.4%

農林水産業費
7億 6750万円
6.1%

消防費
7億 2620万円
5.8%

議会費　　1億 4923万円　1.2％
商工費　　1億 3926万円　1.1％
労働費　　　　6047万円　0.5％
諸支出金　　　1262万円　0.1％
災害復旧費　　　115万円　0.0％

国庫支出金
9 億 8130万円
7.3%

繰越金
6億 7222 万円
5.0%

県支出金
5億 7588万円
4.3%

諸収入
4億 7499万円
3.6%

地方消費税交付金
3億 9534万円　3.0%

町債（借金）
3億 6500万円　2.7%

使用料及び手数料 
2億 3773万円　1.8%

分担金及び負担金 1億 9683万円　1.5%

地方譲与税などその他
3億 8565万円
2.8%

収益的収支

資本的収支

1億 1593万円

30億 5416万円

2億 7625万円

13億 5094万円

6億 4892万円

3億 7180万円

5億 8734万円

6億 3995万円

1億 3045万円

9121万円

29億 3890万円

2億 7574万円

13億 3822万円

6億 3621万円

3億 6391万円

5億 7841万円

6億 1605万円

2億 5191万円

全員賛成で認定

反対 2：賛成 13で認定

反対 2：賛成 13で認定

反対 2：賛成 13で認定

全員賛成で認定

反対 2：賛成 13で認定

反対 2：賛成 13で認定

反対 2：賛成 13で認定

会　計　名 歳　　入 歳　　出 採　　決

特　

別　

会　

計

企
業
会
計

特別会計・企業会計の決算額と採決結果

水道事業会計

土 地 取 得

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

幸田駅前土地区画整理事業

農 業 集 落 排 水 事 業

下 水 道 事 業

賛
成

反
対

反
対

税収減で基金を繰り入れ財政運営税収減で基金を繰り入れ財政運営

平
成
　
年
度

決
算
審
査
意
見
書

平成 24年
度決算

徹底検証
主

な

質

疑

主

な

事

業

24

町税内訳
固定資産税　　40億 1849 万円 53.4%
町民税　　　　28億 7775 万円 38.8%
都市計画税　　　2億 7636 万円   3.7%
たばこ税　　　　2億 6819万円   3.5%
軽自動車税　　　　　7229万円   1.0%
入湯税　　　　　　　　395万円   0.1%

討論

町税内訳
固定資産税　　40億 1849 万円 53.4%
町民税　　　　28億 7775 万円 38.3%
都市計画税　　　2億 7636万円   3.7%
たばこ税　　　　2億 6819万円   3.5%
軽自動車税　　　　　7229万円   1.0%
入湯税　　　　　　　　395万円   0.1%

一般会計の決算額
歳出 126億 1200万円 歳入

歳入歳出

133億 7659万円

4議会だより ●平成 25 年10月25日



民生費
38億 6479万円
30.6%

教育費
16億 2064万円
12.8%

町税　75億1703万円　56.2%町税　75億1703万円　56.2%

定
例
会
は
、
平
成
24
年
度
の
決
算

を
審
議
す
る
た
め
、
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
一
般
会
計
の
ほ
か
特
別
会

計
、
水
道
事
業
会
計
な
ど
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
、
各
会
計
と
も
原
案
ど
お
り

認
定
し
ま
し
た
。

入
は
、
個
人
町
民
税
が
制
度
改
正

な
ど
で
増
収
と
な
っ
た
が
固
定
資

産
税
は
家
屋
分
が
評
価
替
え
な
ど
で
減

収
、
償
却
資
産
分
が
設
備
投
資
の
抑
制

で
減
と
な
り
、
町
税
全
体
と
し
て
平
成

23
年
度
比
１
億
3
9
3
4
万
円
（
1.8

%
）
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

入
金
は
、
財
源
不
足
に
伴
い
財
政

調
整
基
金
を
10
億
４
３
４
５
万
円

繰
り
入
れ
ま
し
た
。

出
で
は
、
相
見
駅
周
辺
整
備
、
防

災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
、

わ
し
だ
・
大
草
保
育
園
用
地
取
得
、
豊

坂
小
学
校
地
震
補
強
・
大
規
模
改
造
、

小
学
校
扇
風
機
設
置
、
岡
崎
市
一
般

廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
建
設
負
担
金

な
ど
の
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

立
金
は
全
体
で
35
億
6
7
8
万
円

で
、
前
年
度
比
14
億
6
1
6
7
万

円
（
29･

４
%
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

り
入
れ
金
の
年
度
末
残
高
は
、

1
3
5
億
9
1
2
2
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
の
決
算
総
額
は
、
一

般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
て
、
歳
入

1
9
7
億
８
１
９
３
万
円
、
歳
出
1
8
8
億

3
4
6
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

監
査
委
員　　

　
　

羽
根
渕
保
博

　
　
　
　

内
田　

等

　

決
算
審
査
に
付
さ
れ
た
各
会

計
の
歳
入
歳
出
決
算
書
は
、
い

ず
れ
も
関
係
法
令
に
準
拠
し
て

作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
計
数

は
正
確
で
、
予
算
の
執
行
は
概

ね
適
正
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。

　

平
成
24
年
度
決
算
で
は
、
町

民
税
な
ど
の
増
収
が
あ
っ
た
反

面
、
固
定
資
産
税
の
落
ち
込
み

が
続
き
、
基
金
の
大
幅
な
取
り

崩
し
を
お
こ
な
う
な
ど
、
厳
し
い

財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
た
決
算

で
あ
っ
た
。

　

本
町
職
員
に
お
い
て
は
、
各
々

の
職
務
に
お
け
る
問
題
意
識
を

持
つ
と
と
も
に
、
全
体
の
ス
キ
ル

を
高
め
総
力
を
結
集
し
て
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
一
層
の
努
力
を

さ
れ
た
い
。

Ａ　

新
た
な
財
源
と
し
て
適
正

課
税
の
実
施
を
。

Ｑ　

も
の
づ
く
り
の
町
と
し
て
企

業
立
地
を
す
す
め
て
お
り
、

12･

３
％
の
標
準
課
税
と
す
る
。

Ｑ　

事
業
仕
分
け
で
、住
民
サ
ー

ビ
ス
や
行
政
水
準
を
切
り
下

げ
た
。

Ａ　

事
業
の
「
見
え
る
化
」
が

大
前
提
で
あ
り
、
３
年
を
目

途
と
す
る
。

Ｑ　

経
常
収
支
比
率
が
95･

６
％

に
な
り
財
政
の
硬
直
化
を
招

く
が
、
そ
の
要
因
は
。

Ａ　

人
件
費
や
扶
助
費
が
増
え

税
収
の
減
少
で
増
と
な
っ
た
。

Ｑ　

公
用
車
の
更
新
基
準
は
。

Ａ　

10
年
以
上
10
万
キ
ロ
を
超

え
る
か
、
取
得
額
の
５
分
の

１
以
上
の
修
理
を
要
す
る
時
。

Ｑ　

借
地
料
の
解
消
を
。

Ａ　

契
約
更
新
の
時
、
可
能
な

も
の
は
返
還
し
、
見
直
し
て
い

く
。

Ｑ　

カ
ン
ボ
ジ
ア
支
援
は
、
町
と

K
I
A
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

が
３
者
協
力
す
べ
き
で
は
。

Ａ　

そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
こ
だ
わ

り
が
あ
る
の
で
尊
重
し
て
い
く
。

Ｑ　

旧
給
食
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
利

用
は
。

Ａ　

地
元
と
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
実

・
相
見
駅
及
び
自
由
通
路
設
置

２
億
３
５
５
８
万
円

・
相
見
駅
周
辺
整
備

１
億
３
９
４
４
万
円

・
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備

１
億
９
０
５
８
万
円

・
国
営
か
ん
が
い
排
水

２
億
７
４
８
３
万
円

・
保
育
園
な
ど
用
地
取
得

　

１
億
２
９
８
万
円

・
道
路
整
備
（
生
活
道
路
）７

０
６
５
万
円

・
坂
崎
野
場
１
号
線
舗
装
改
良４３

６
３
万
円

・
豊
坂
小
学
校
地
震
補
強
・
大
規
模
改
造

５
１
２
０
万
円

施
し
対
応
を
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ　

墓
地
公
園
整
備
と
地
域
の

共
同
墓
地
の
状
況
は
。

Ａ　

将
来
的
に
は
必
要
な
施
設
。

共
同
墓
地
は
70
カ
所
あ
り
、

空
き
が
あ
れ
ば
随
時
受
け
入

れ
て
い
る
。

Ｑ　

農
業
委
員
の
女
性
登
用
が

少
な
い
。

Ａ　

22
人
中
、
欠
員
３
人
で
、

う
ち
女
性
は
３
人
、
女
性
農

業
委
員
を
増
や
す
よ
う
に
、

は
た
ら
き
か
け
て
い
く
。

Ｑ　

町
営
住
宅
の
滞
納
が
多
い
。

Ａ　

23
件
あ
り
、
悪
質
な
も
の

は
退
居
と
い
う
こ
と
で
や
っ
て

い
く
。

Ｑ　

就
学
困
難
な
児
童
、
生
徒

の
最
近
の
傾
向
は
。

Ａ　

平
成
20
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョッ

ク
以
降
、
年
々
増
加
し
て
き

て
い
る
。

Ｑ　

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納

額
が
増
加
し
て
い
る
。
条
例

減
免
の
拡
大
を
。

Ａ　

法
定
減
免
も
あ
り
、
県
下

で
も
劣
っ
て
い
る
と
は
考
え
て

い
な
い
。

Ｑ　

新
認
定
基
準
で
介
護
度
が

低
く
な
っ
た
人
数
は
。

Ａ　

要
介
護
度
認
定
で
非
該
当

12
件
、
低
く
な
っ
た
の
は
91
件

あ
る
。

財
政
厳
し
い
を
強
調
し
て
も
、
58
％
の

市
町
村
が
実
施
す
る
大
企
業
へ
の
適
正
課

税
で
５
０
０
０
万
円
の
財
源
確
保
せ
ず
。

　

歳
出
削
減
が
目
的
の
事
業
仕
分
け
で
行

政
水
準
と
サ
ー
ビ
ス
切
り
下
げ
る
。

親
切
ダ
ン
プ
故
障
。即
廃
車
。オ
ー
ク
シ
ョ

ン
で
１
５
０
万
円
の
値
。
町
民
共
有
の
財
産

の
認
識
な
し
。

新
車
購
入
で
５
１
５
万
円
余
の
損
害
。

町
長
は
、
町
に
補
償
す
べ
き
だ
。

伊
藤
宗
次 

議
員

町
長
は
町
に

5
1
5
万
円
の
補
償
を

個
人
町
民
税
は
制
度
改
正
で
増
だ
が
、

町
税
全
体
は
1.8
％
の
減
と
な
っ
た
。

歳
出
抑
制
で
住
民
要
望
に
応
え
る
も
の

に
な
ら
ず
、
６
億
３
７
０
０
万
円
の
黒
字
で

あ
る
。経常

収
支
比
率
が
95･

６
％
に
引
き
上

が
っ
て
お
り
、
財
政
の
硬
直
化
が
う
か
が
え

要
因
を
き
ち
ん
と
分
析
す
べ
き
だ
。

住
民
生
活
に
必
要
な
基
礎
的
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
町
の
役
割
を
果
た
す
べ
き
だ
。

丸
山
千
代
子 

議
員

住
民
生
活
の
基
礎
的

サ
ー
ビ
ス
提
供
を

町
民
税
は
景
気
の
先
行
き
に
若
干
の
期

待
の
持
て
る
も
の
の
税
収
回
復
に
は
い
た
っ

て
い
な
い
。

今
後
増
加
が
見
込
ま
れ
る
各
種
福
祉

サ
ー
ビ
ス
、
福
祉
手
当
の
費
用
、
子
ど
も

医
療
の
無
料
化
な
ど
扶
助
費
の
増
加
が
あ

る
。住

民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
と
財
政

の
健
全
性
の
バ
ラ
ン
ス
と
の
両
面
に
配
慮
し

た
持
続
可
能
な
住
み
よ
い
街
の
実
現
を
要

望
す
る
。

鈴
木
雅
史 

議
員

持
続
可
能
な
秩
序

あ
る
財
政
運
営

今歳繰歳積借

民生費
38億 6479万円
30.6%

教育費
16億 2064万円
12.8%

（反対 2：賛成13で認定）
採決

繰入金
15億 7462 万円
11.8%総務費　15億 8523万円　12.6%

土木費
13億 8592 万円
11.0%

公債費（借金返済）
12億 3258万円
9.8%

衛生費
10 億 6641万円
8.4%

農林水産業費
7億 6750万円
6.1%

消防費
7億 2620万円
5.8%

議会費　　1億 4923万円　1.2％
商工費　　1億 3926万円　1.1％
労働費　　　　6047万円　0.5％
諸支出金　　　1262万円　0.1％
災害復旧費　　　115万円　0.0％

国庫支出金
9 億 8130万円
7.3%

繰越金
6億 7222 万円
5.0%

県支出金
5億 7588万円
4.3%

諸収入
4億 7499万円
3.6%

地方消費税交付金
3億 9534万円　3.0%

町債（借金）
3億 6500万円　2.7%

使用料及び手数料 
2億 3773万円　1.8%

分担金及び負担金 1億 9683万円　1.5%

地方譲与税などその他
3億 8565万円
2.8%

収益的収支

資本的収支

1億 1593万円

30億 5416万円

2億 7625万円

13億 5094万円

6億 4892万円

3億 7180万円

5億 8734万円

6億 3995万円

1億 3045万円

9121万円

29億 3890万円

2億 7574万円

13億 3822万円

6億 3621万円

3億 6391万円

5億 7841万円

6億 1605万円

2億 5191万円

全員賛成で認定

反対 2：賛成 13で認定

反対 2：賛成 13で認定

反対 2：賛成 13で認定

全員賛成で認定

反対 2：賛成 13で認定

反対 2：賛成 13で認定

反対 2：賛成 13で認定

会　計　名 歳　　入 歳　　出 採　　決

特　

別　

会　

計

企
業
会
計

特別会計・企業会計の決算額と採決結果

水道事業会計

土 地 取 得

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

幸田駅前土地区画整理事業

農 業 集 落 排 水 事 業

下 水 道 事 業

賛
成

反
対

反
対

税収減で基金を繰り入れ財政運営税収減で基金を繰り入れ財政運営

平
成
　
年
度

決
算
審
査
意
見
書

平成 24年
度決算

徹底検証
主

な

質

疑

主

な

事

業

24

町税内訳
固定資産税　　40億 1849 万円 53.4%
町民税　　　　28億 7775 万円 38.8%
都市計画税　　　2億 7636 万円   3.7%
たばこ税　　　　2億 6819万円   3.5%
軽自動車税　　　　　7229万円   1.0%
入湯税　　　　　　　　395万円   0.1%

討論

町税内訳
固定資産税　　40億 1849 万円 53.4%
町民税　　　　28億 7775 万円 38.3%
都市計画税　　　2億 7636万円   3.7%
たばこ税　　　　2億 6819万円   3.5%
軽自動車税　　　　　7229万円   1.0%
入湯税　　　　　　　　395万円   0.1%

一般会計の決算額
歳出 126億 1200万円 歳入

歳入歳出

133億 7659万円

5 議会だより●平成 25 年10月25日


